
外国書講読の履修について 
 

2019 年度まで２単位のセメスター科⽬として開講していた外国書講読は、2020

（令和２）年度から、クォーター科⽬（「外国書講読１」、１単位）及びセメスター科

⽬（「外国書講読２」、２単位）として開講されます。 

2019 年度以前⼊学者及び 2020 年度 3 年次編⼊学者は、外国書講読 2 に加えて、

外国書講読１も履修可能です。この 2 つの科⽬をどのように組み合わせても、選択

必修科⽬として、各学科で定められた上限単位数までは、卒業要件に含めることが

できます。履修の際には、以下の点を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分からないことがあれば、教務課（経済担当）で確認してください。 

 

教務課（経済担当） 

・例えば、４単位を修得したい場合、外国書講読１（春学期、A 教員）、

外国書講読１（夏学期、B 教員）、外国書講読２（後期、C 教員）と

いった組み合わせで、履修することができます。 

 

・春学期・夏学期、または秋学期・冬学期のように、連続した学期で

同じ時間・教員が開講している講義を履修することも可能です。 

 

・履修登録の際、１つの講義につき①〜⑤の数字が付属して表⽰され

ます（例︓外国書講読（英語経済）２①）。この①〜⑤の丸数字は、

同じ名前の科⽬を複数履修登録できるようにするために設定され

ています。外国書講読を２つ以上履修する場合は、必ず１つ⽬と異

なる丸数字を選択して登録してください。 
 


